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研究成果の概要（和文）：計算機を利用した仕事では，全データをその重要度に関わらず完全に保存可能なた
め，しばしば以前の仕事の重要情報を発見しにくくなる．全文検索などの方法は，新たに仕事を引継いだ者にと
ってはうまく機能しない．そこで，データの重要度に応じた選別が必要となるが，これを後から行うことは難し
い．そこで，データやファイルを使い回す行為を積極的に支援することで，そこから周期的に発生する仕事をシ
ステムが捉え，それらを可視化し，定型業務が何であるかを明らかにし，仕事の引継ぎを支援することを目指
す．

研究成果の概要（英文）：In office work using a computer, all office data can be completely preserved
 irrespective of its importance, so it is often difficult to discover important information of 
previous works. Searching methods such as full text search do not work well for those who took over 
work. Therefore, classify according to the importance of the data is required. However it is 
difficult to do after the work was done. Therefore, supporting the act of reusing the data and 
files, the system captures periodical works, and visualizes them, clarifies what the routine work 
is.
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１．研究開始当初の背景

計算機を利用して仕事を行うことは，もはや知的
生産作業においては，必須である．そのような背景
のなかで，人から人への仕事の引継ぎが問題になっ
ている．
従来の仕事の引き継ぎは，一連の紙媒体ファイル
やメモを提示しながら，日常に発生する仕事や周期
的に処理すべきイベント，職場内や得意先の人間関
係などについての説明を行うことである．この場
合，紙媒体は，ある程度の分量に抑えなければいけ
ないという物理的制約があるため，その重要度に応
じて適宜捨てられる，あるいは，重要度によって鍵
の付く書庫など，保管される場所が区別される．そ
のため，引継がれた人間に与えられる情報は，はじ
めからある程度取捨選択されている．
しかしながら，計算機を用いて仕事をする場合，
作成したファイルや参照した資料，やりとりした
メールなど，重要な書類から瑣末なファイルまで，
全てを安全かつ完全に保存しておくことが可能であ
るために，情報の整理がされていない状態でまるご
と大量のファイルだけを引き渡すということが発生
しやすい．全文検索などの方法で後から情報を引出
すことが考えられるが，この方法は，自分がした仕
事に関する記憶や，仕事そのものについての理解が
なければ，そもそも全文検索のキーを与えることが
できない．そのため，仕事を引継いだ者は，途方に
暮れてしまうという事態が発生する．
そこで，ファイルやメール，参照すべきWebペー
ジ，スケジュールの情報を仕事単位でその重要度や
参照の周期性に応じて分類し，簡明に提示すること
が必要であるが，引き継ぎを考えて事前にそれを整
理しておくことは，非常に大きな負担であり，面倒
な行為である．そのため，これまで以上に仕事の引
継ぎがうまく行われない事態が発生し，業務に支
障が生じると考えられる．しかしながら，こうした
「仕事の引継ぎ」を効率的に行うことを目的とした
研究は，国内外を問わず，他に見られない．
研究開始当初，これまでの研究活動において，以
下の成果を得ていた．

(1) 引き継ぎが必要な仕事のほとんどは周期を持っ
て発生するが，その周期は曖昧さ (揺れ)を持っ
ている．その揺れの程度を表現する方式を考案
した．

(2) 既存のカレンダシステムと親和性を保ったま
ま，仕事周期の揺れをカレンダ上に表現する機
構を提案し，実装した．

(3) メールアーカイブを仕事の引継ぎに利用するた
めの保存および加工方式を提案し，実装した．

(4) 計算機上でのファイルの操作履歴やWeb閲覧
履歴を収集する方式を提案し，実装した．

引継ぎが必要な仕事のほとんどは，周期的に発生
するため，その中で発生する個々の作業スケジュー
ルや作成するメールの文面，書類の書式などについ
て，多くの「使い回し」という再利用が発生しうる．
この再利用行為は，一般的にはファイルのコピーで
あったり，昨年の予定情報を参考にしながら今年の
予定を作成するなどといった行為として表れる．し
かし，どの情報をいつ再利用すべきかという情報は
記憶や検索に頼らざるを得ないのが現状である．
そこで，これまでの知見を利用し，計算機の操作
履歴に基づいて再利用可能な情報の候補をシステム
が積極的に提示して再利用を促したり，システムの
提案に応じてユーザが再利用した情報を蓄積し，曖
昧な周期を持つ仕事予定としてカレンダ上に展開し
たり，メールアーカイブ中での再利用候補を提示す
ることを考える．それによりテンプレート化すべき
情報を特定したり，情報の格付けを行うシステムが
実現可能ではないかと思われる．
しかしながら，感覚的には理解されている「使い
回し」とは何なのかがはっきりとは定義されていな
いため，重要度の評価尺度や候補の提示方法につい
て明らかになっていない状況であった．

２．研究の目的

本研究の目的は，計算機の操作履歴から情報の
「使い回し」を推測し，ユーザに提示し，フィード
バックを得ることで，周期的に発生する仕事を可視
化し，テンプレート化を支援することである．そこ



で，以下の問題を解決することを目的とする．

(1)「使い回し」とは何かを明確に定義する．
使い回したい理由や頻度，タイミングなど，仕
事の遂行上発生した「使い回し」に与えられる
属性を明らかにし，カレンダ情報やメール，書
類などの種別毎に適した「使い回し情報」を定
義する．

(2)「使い回し情報」と計算機の操作履歴情報との
関係を検討する．
定義した「使い回し情報」を構成する要素が，
計算機の操作履歴情報ととどう結び付けられる
か，その結び付きを利用して，予測や抽出が可
能かを検討する．

(3) 抽出した「使い回し情報」をユーザに提示する
方法を検討する．
抽出した「使い回し情報」に仕事の引継ぎとい
う観点から，どういう順番や詳細度合でユーザ
に提示すればよいかを検討する．

(4) 使い回し提示・支援システムを開発し評価する．

自分の行っていた過去の仕事に関連するファイル
を想起する手法やツールに関する研究は既に多く行
われており，製品も既にいくつか存在している．例
えば Apple の Spotlight を利用することで，自分
の所有するファイルから必要な情報を検索すること
ができる．また，ファイルの内容の類似度から派生
コンテンツを特定する方式についても既に実装があ
り，著作権の侵害を発見する方式などに応用されて
いる．
しかし，自分の仕事内容を他人に分かり易く提示
する目的で，積極的にシステムが情報の再利用を促
してその履歴を蓄積するといった発想，あるいはそ
の目的に有効なツールは，これまでに存在しないの
で，ツールを提供することもまた目的とする．

３．研究の方法

本研究の成果として，仕事の計画立案やテンプ
レート化を促進するツールを開発し，一般に利用可
能なオープンソースの形で提供することで，広く
ユーザに利する，あるいは同種のツール開発を促す

という形で，社会に貢献できると考える．これらに
ついて以下に具体的な方法を示す．

(1) 引継ぎに必要な「使い回し情報」とは何かを
定義
データの使い回しを促進するためにシステムが
提案すべき内容と頻度，タイミング，あるいは，
これらは業種に強く依存するか否かといった分
類をユーザの立場からの要求という形で整理す
る．具体的には，大学の教員，一般事務職，学
生，ソフトウェア開発などの業務上で発生して
いるデータの使い回しのパターンを分類整理す
ることで，「使い回し情報」として定義する．

(2)「使い回し情報」と計算機内の情報との関係を
検討
定義した「使い回し情報」を構成する要素が，
計算機の操作履歴情報やカレンダシステム内の
スケジュール情報ととどう結び付けられるか，
それによって，どう抽出可能かを検討する．
具体的には，ユーザによる計算内の情報操作履
歴を以下の手法を用いて収集して，それらと使
い回し情報との関係を調査する．その際，我々
のこれまでの研究の成果を応用する．
� 作業発生の規則性を扱うカレンダシステム
による分析

� 柔軟性の高い電子メールアーカイブシス
テム

� アプリケーションの利用履歴収集システム
� ファイルのアクセス履歴収集システム
これらによって，「使い回し情報」に必要な情報
を収集する試作システムを構築し，評価する．
ここまでの成果によって，「使い回し情報」の
定義と，その取得手法を確立する．

(3) 抽出した「使い回し情報」の提示手法の検討
収集した「使い回し情報」をユーザに分かり易
い形で提示することを検討する．全ての情報を
ユーザに提示しただけでは，効果的な使い回し
は期待できない．したがって，例えば少なくと
も以下の検討を行う．
�「使い回し情報」の重要度に基づく格付け



例えばファイルの参照履歴に基づいて，頻
繁に更新されるファイルを重要であると格
付ける．

� 提示頻度と状況の検討
例えば，メール作成時，カレンダへのイベ
ント登録時，ファイルの新規作成時などの
タイミングで，使い回し可能な候補を絞り
提示する方式について考案する．

�「使い回し情報」の参照の周期性に基づく
提示方法の分類
仕事には，年中行事や，月末作業といった，
周期を持っているものが多い．そのような
周期性を持つ仕事の情報を周期に応じて分
類することで，日々の業務と，重要だが長
い周期で発生する業務との違いによる提示
方法を検討する．

(4) 使い回し提示・支援システムの開発，評価
これまでの検討に基づいて，使い回しの支援
ツールを開発し，評価する．広く一般にオープ
ンソースとして公開することで，普及と性能向
上を目指す．

４．研究成果

本研究の目的は，計算機の操作履歴から情報の
「使い回し」を推測し，ユーザに提示し，フィード
バックを得ることで，周期的に発生する仕事を可視
化，テンプレート化を支援することであった．以下
の問題について取り組み，一部解決した．

(1)「使い回し」の定義の確立
使い回したい理由や頻度，タイミングなど，仕
事の遂行上発生した「使い回し」に与えられる
属性を明かにした．中でも，「業務の引継ぎを
支援する作業履歴保存方式の提案」として，業
務における周期を持った作業をいかに保存する
かについて検討し発表した．また，この手法を
応用したタスク管理システムをオープンソース
として公開した．
また，メールの再利用情報の詳細を明確にし，
「再利用情報を利用したメールとタスクの関連

付けシステム」として提案し，再利用をシステ
ム化することの有効性を論文として発表した．
これらのことから，メールやタスクのテンプ
レート化支援，カレンダ情報から得られる作業
発生の周期を検知して計画立案の支援に応用す
る手法，ファイルの参照頻度と周期から得られ
る「使い回し情報」の詳細化についての展望を
示した．

(2) ファイルの「使い回し情報」と計算機の操作履
歴との関係の明確化
ファイルのアクセス履歴を収集するシステムの
精度を厚情し，これまで我々が開発してきたア
プリケーション操作履歴収集システムと融合さ
せることで，ファイルの使い回しとアプリケー
ションの関係を詳細に観測可能にした．
また，ある仕事における主要なディレクトリ
「ワーキングディレクトリ」について定義し，
ワーキングディレクトリを操作履歴から推測す
ることで，プロジェクトにおける主要なファイ
ルの再利用を促したり，重要なファイルの特定
を支援する方法について検討した．また，ユー
ザインタフェースの構成にあたり，どういう順
番や詳細や詳細度合で「使い回し情報」をユー
ザに提示すればよいかについても検討した．更
に，これらの検討に基づき，仕事の引き継ぎを
支援するカレンダツール，メールツール，ファ
イル再利用支援ツールのプロトタイプを試作し
て評価した．

(3) 周期的に発生する作業の計画立案支援と予測手
法の提案
オフィスで発生する作業には何らかの周期性を
持つことが多く，その周期性「使い回し情報」か
らを知ることで，作業の計画立案支援と，作業
予測をしてユーザに提示する手法を考案した．
「作業発生の規則性に基づく作業予測手法」に
ついての提案を発表し，システムとして実装し
公開した．また，予測の信頼性を評価する尺度
を提案し，「作業発生の規則性に基づく作業予
測の信頼性評価手法」として発表した．また，
カレンダ上の予定をその周期の信頼性を利用す



ることで予定を自動的に分類して提示する手法
について考案し発表した．

(4) 再利用の促進のための情報整理手法の提案
ユーザが手動で情報を整理する際における基準
と，支援策について，Inbox によるカレンダ情
報の整理手法として発表した．また，Inbox の
仕組みを使って，文書整理システムについての
検討を行い発表した．ファイルを扱う際のワー
キングディレクトリの推定手法についても提案
し発表した．
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